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１．研究計画の概要 
本研究では，発達障害児・者の問題とされる
中心的な行動から推測される認知特徴を時
間知覚と感情・状況認知の側面から詳細に測
定する検査バッテリーを開発し，そこから導
かれる支援アプローチの効果を検証するこ
とが目的である．したがって，第 1段階では，
発達障害児・者の認知特徴を探る検査課題の
開発を行う.焦点をあてる認知特徴は,①時間
知覚に関するものと,②感情・状況の認知に関
するものの大きく分けて 2 点である.それぞ
れの焦点において,数種類の課題の精選を行
い,発達障害児・者の認知特徴探索バッテリー
を構成する．次に,このバッテリーを使って発
達障害児・者のアセスメントを行い,支援プロ
グラムを立てて実施する.その効果について
学校での支援行動分析や事例検討，アンケー
ト調査を行い実証的に検討する． 
 
２．研究の進捗状況 
時間知覚の測定課題および感情認知、状況認
知について課題を作成し、データの収集をお
こなった．時間知覚を測るために時間般化課
題および時間二分課題を作成した．時間般化
課題では、時間間隔は 500Hz の純音（以下
同様）の長さによって提示し、音の長さは,
標準時間間隔（500ms）と,その他の時間間隔
（100,200,300,400,600,700,800ms）を設け
た. 標準時間間隔を被験者に数回提示し,記
憶させ、その後,標準時間間隔だけでなくその
他の時間間隔も混ぜて,いくつかの異なる長
さの音を提示する.被験者には,音の長さが覚
えた音の長さ（標準時間間隔）と同じである
と思えば「はい」のボタン,異なると思えば「い
いえ」のボタンを押す反応を求めた. 時間二

分課題では、標準時間間隔を短い時間：
200ms と長い時間 800ms の 2 つと,その他の
時間間隔（300,400,500,600,700ms）を設け,2
つの標準時間間隔を被験者に数回ずつ提示
して記憶させる.その後,標準時間間隔だけで
なくその他の時間間隔も交えて,いくつかの
異なる長さの音を提示し、音の長さが覚えた
短い方の音の長さ（200ms）と似ていると思
えば「短い」,長い方の音の長さ（800ms）と
似ていると思えば「長い」というボタンを押
すことを求めた．時間知覚の測定課題では、
小学生低学年、高学年、大学生、老人のデー
ター、および発達障害を有する子どものデー
タを収集し、その知覚の特徴変化を明らかに
しようとしている．感情認知、状況認知課題
については、文脈(教示文脈)を想定し、指示
文の提示によって被験者に表情表出を求め
た．大学生でのデーター収集を行ったが児童
のデータ収集が未実施である．また、課題に
ついて何点かの修正が必要であることがわ
かった． 
 
３．現在までの達成度 
④ 遅れている 
課題の作成についてはおおよそ達成してい
るがその精選とバッテリー構成、児童への実
施は達成されていない． 
 
４．今後の研究の推進方策 
平成２１年度は研究を辞退しており計画通
りの推進は期待できない．二軸バランスモデ
ルの第２の軸である表情認知課題について、
大幅な改良が必要であり、既に取得した大学
生データーの詳細な分析をもとに、児童にお
いて実施可能な簡素な課題を検討する必要
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がある．今後新たな研究環境を使用し研究の
推進を検討する予定である． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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